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令和３年４月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 306 ha

令和 3 年度　～ 令和 6 年度 令和 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 R1 R6

店舗 R1 R6

今治新都市第１地区のスポーツを核とした賑わい創出の拠点づくりと、交通結節機能を有する中心市街地とのアクセス向上を目指す。
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地区

計画期間 交付期間

　今治新都市第1地区は、中心市街地の主要な交通結節点であるJR今治駅の南西約3～4kmに位置し、西瀬戸自動車道今治ICに近接する丘陵地約88.0haを事業区域としている。平成11年5月の西瀬戸自動車道開通に伴う、広域交流・地域連携の拠
点として、また中心市街地の機能を補完する副次核として、多機能複合型の高次都市機能を配置するまちづくりが進められ、平成25年11月に都市再生機構施行の土地区画整理事業が完了し、道路や下水道等のインフラ整備も終了している。
　今治新都市第1地区の産業用地である「クリエイティブヒルズ」では、良好な環境を有する産業空間の形成を目指し、今治市と都市再生機構が平成27年度までに18区画を分譲、完売し、愛媛県繊維産業技術センターや日本食研ホールディングス㈱
のシェーンブルン宮殿工場が稼働している。また商業・流通業務等用地である「にぎわい広場」では、平成28年4月にイオンモール今治新都市がグランドオープンし、商業空間を活かした賑わい交流が進んでいる。そして平成29年10月の愛媛国体のソ
フトテニス競技会場として今治市が整備した「スポーツパーク」においては、16面のテニスコートやコートハウス、人工芝のサッカーコート1面を整備し、広く市民利用に供されている。
　また、スポーツパーク西側の隣接地に、元日本代表監督の岡田武史氏が代表を務める㈱今治.夢スポーツが、平成29年8月FC今治のホームグランドとして「ありがとうサービス.夢スタジアム」を整備し、スポーツパーク南側の用地の一部をホーム
ゲームでは駐車場に活用するなど賑わいをみせている。
　しかし、スポーツパーク南側の用地は、中核施設予定用地として整備できておらず、駐車場以外の活用について課題となっており、現「ありがとうサービス.夢スタジアム」はJ３までしか対応していない折、同じく岡田氏が代表を務める㈱今治.夢ビレッ
ジにより、更にJ2・J1基準に適合した「(仮称)里山スタジアム」整備について表明があり、当市としては、スタジアム整備がスポーツを核とした賑わい創出の拠点づくりに資すると判断し、令和元年12月にスポーツパーク用地の一部約5.7haを30年間無償
貸与し、スタジアム整備財源として企業版ふるさと納税を活用した支援を予定している。

・新都市第１地区の未整備地内に、地域活性化や広域交流のため、再び訪れたくなるような新たな賑わい創出の核となる「（仮称）里山スタジアム」建設の実現を目指している。
・J３リーグに所属するFC今治が今後、J２・J1へとステップアップするとともに、市外からのスポーツ観戦人口等の急激な増加が見込まれ、それらの交流人口を新都市内で回遊・滞留させるための魅力あるまちづくりや、渋滞緩和など利用者の利便性
向上、公共交通との連携などの観点から、（仮称）里山スタジムへの道路などの交通空間などの整備が必要である。

【第２次今治市総合計画】後期基本計画（令和２年12月策定）
・基本構想において、「ずっと住み続けたい　“ここちいい（心地好い）”まち　いまばり　あの橋を渡って　世界へ　未来へ」を今治市の将来像として掲げている。
・施策の大綱として「誇りに思える魅力があふれるまちづくり」、「安全・安心で快適に暮らせるまちづくり」を掲げている。
・施策の方向性として、《交流とにぎわいを創造する、魅力あふれる都市（まち）の基盤づくり》 を明記し、「まちなかの魅力を高める取組の推進」、「今治新都市の形成促進」に取り組んでいる。
・施策の方向性として、《地域の和を広げ、安全・安心・快適に暮らしていける基盤づくり》 を明記し、「幹線道路、生活道路、交通安全施設の整備」に取り組んでいる。
【今治市都市計画マスタープラン】（平成21年３月策定）
・市の都市づくりの指針として、目指すべき都市像と取り組みの方向を明確にし、行政と住民がそれらを共有しながら実現していくことを目的としている。
・西四国の玄関口としてふさわしい都市機能の集積を図る拠点として、今治中心部及び新都市を都市拠点の中心核及び副次核として位置付けており、幹線道路などの都市施設の整備、良好なまちなみ景観の形成、災害に強い都市づくり等に取り組
んできている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

（仮称）里山スタジアム来場者数
現「ありがとうサービス．夢スタジアム」への来場者数と
（仮称）里山スタジアム建設後の来場者数を比較

（仮称）里山スタジアム建設に合わせ、多くの観客を呼び込み、賑
わいを創出する。

46,512人 168,000人

（仮称）里山スタジアム内における
常設店舗数

（仮称）里山スタジアム内に常設されている店舗数
FC今治の公式試合がない時期でも、市民が日常的に集え、憩い
と賑わいが調和した場所を提供し、まちの活性化を図る。

0店舗 10店舗



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

事業一覧表

直轄 補助 その他補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

－ 57,374㎡ 〇 Ｒ3 Ｒ4

国交省 41,465㎡ 〇 R2 Ｒ4

今治市 国交省 Ｌ＝550ｍ 〇 Ｈ27 Ｒ10 約9億7千万円

今治市 国交省 Ｌ＝1,480ｍ 〇 Ｈ28 ※ 約6億4千万円

合計

注）　※印の付いている事業個所につきましては、事業完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段階で確定予定です。

全体事業費

今治市小泉2丁目

今治市高橋、別名、小泉、
ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾋﾙｽﾞ

ＦＣ今治（仮称）里山スタジアム建設事業

（いずれかに○）

グリーンインフラ都市構築支援事業

約40億円民間事業者

今治新都市第1地区

今治スポーツパーク地区

〇㈱今治.夢ビレッジが実施する（仮称）里山スタジアム建設事業に寄与するため、今治市は企業版ふるさと納税を活用して補助する予定である。
〇㈱今治.夢ビレッジによるスタジアム建設における周辺の緑化施設の整備には、グリーンインフラ都市構築支援事業を活用し、安心とゆとりを支える緑の拠点とすることで、市民は良好な子育て環境や高齢者の憩いの場を享受する。

事業期間

今治駅高橋線道路改良事業

別名矢田線道路改良事業

事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模事業

方針に合致する主要な事業
【今治新都市第１地区の憩いと賑わいの創出】
・当市は、今治新都市第１地区を今治の誇りとなる緑の空間へと形成するため、㈱今治.夢ビレッジによる、市民の憩いと賑わいのシンボルとなる「（仮
称）里山スタジアム」の整備を支援し、市内外の人々にとって試合がある日もない日も集まって楽しめる魅力的な空間を提供する。

・㈱今治.夢ビレッジによる（仮称）里山スタジアム建設（令和３年11月着工、令和５年２月竣工予定。）

【今治新都市第１地区周辺地区のアクセス機能強化】
・今治新都市第１地区及びその周辺地区に、今治駅をはじめとする拠点へのアクセス性の向上と渋滞緩和による利便性の向上のため、都市基盤の整
備を推進する。

・道路：今治駅高橋線（道路改良）、別名矢田線（道路改良）



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥
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） 面積 306 ha 区域
今治市高橋ふれあいの丘、にぎわい広場、クリエイティブヒルズ、小泉1丁目、小泉2丁目、
小泉3丁目の全部、高橋、別名、矢田、山路、片山1丁目、小泉4丁目の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

今治新都市第１地区周辺地区（愛媛県今治市）

〇関連事業
今治駅高橋線
（道路改良）

〇関連事業
別名矢田線
（道路改良）

〇関連事業
（仮称）里山スタジアム建設事業
グリーンインフラ都市構築支援事業
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（仮称）里山スタジアム来場者数 （人/年） 46,512人 （令和元年度） → 168,000人 （令和６年度）

（仮称）里山スタジアム内における常設店舗数 （店舗） 0店舗 （令和元年度） → 10店舗 （令和６年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

　今治新都市第１地区周辺
イマバリシントシダイ１チクシュウヘン
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）　整備方針概要図

目標

大目標：今治新都市第１地区の立地特性を生かした、賑わい創出拠点づくりのための交

流機能強化を図る。

目標１：スポーツを核とした賑わい創出の拠点づくり

目標２：交通結節機能を有する中心市街地とのアクセス向上

代表的な

指標

今治新都市第１地区周辺
（愛媛県今治市）

〇関連事業
（仮称）里山スタジアム建設事業
グリーンインフラ都市構築支援事業

〇関連事業
別名矢田線
（道路改良）

〇関連事業
今治駅高橋線
（道路改良）

今治ＩＣ

： 関連事業

： 西瀬戸自動車道

： 国道及び県道

： 幹線街路（市道_整備済）

凡例


